
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  岐阜高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和７年６月１６日（月）１３：１５～１５：１５ 

 

３ 開催場所  岐阜高等学校大会議室 

 

４ 参 加 者  会 長  西津  貴久  岐阜大学 教授 

        副会長  安田 洋一郎  本郷自治会 副会長 

        委 員  伊在井みどり  岐阜県医師会 会長         

             伊藤  知子  ＰＴＡ会長 

             髙木  敏彦  岐阜県教育文化財団 理事長  （欠席） 

             中村 こず枝  岐阜市保健衛生部長兼保健所長 （欠席） 

        学校側    小野   悟  校長 

             纐纈  和也  事務部長 

             田内  俊文  教頭 

             高田   剛  教頭 

             石川  翔太  教務部長 

             覺田   敬  進路指導部長 

伊藤   翼  生徒指導部長 

              

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）生徒との懇談について（「総合的な探究の時間」での取組みについて、前年度に全校発表

をした２名の生徒との懇談） 

 
   意見１：探究活動を進めるうえで環境面など整備されるとよいと感じたことはあったか。 

       ⇒アンケートの分析などを行う際に、自分たちに貸与されているタブレット端末の性能

がもう少しよければと感じることがあったが、今年度は学校の機器でよいものが整備

されたので、それを活用したい。 

 

意見２：自分自身で問題意識をもって課題に取り組んでいる。いろいろな人とかかわり、調査を

してすばらしい成果をあげている。今後もいろいろな問題を仕方がないものと放ってお

かず、周りの人と問題を共有して解決していく力を身につけてほしい。 

 

意見３：少子化と医師の偏在はまさに岐阜県が直面している課題である。将来地元で医師になろ

うという気持ちを持った生徒がこういったことを考えていてくれることはとても頼もし

い。 

          

 



 （２）令和７年度教育課程、教育指導の重点及び学校経営計画、学校の組織編成について 

 
   意見１：海外研修の期間や内容はどのようになっているか。 

       ⇒３月に７泊９日程度の期間で実施している。行先はアメリカ合衆国とマレーシア（ボ

ルネオ島）の２つである。いずれの場合も、現地の研究施設の見学、大学教授からの

講義、大学生や高校生との交流のほか、自然観察やホームステイなど私的な旅行では

体験できないプログラムとなっている。 

 

   意見２：現地での会話は英語だと思うが生徒は大丈夫か。 

       ⇒現地の高校生らとの交流を通じて、生徒は一週間の滞在で相当変わる。英語について

も最初は正しい英語を使わなければいけないと遠慮がちな生徒も、間違えても大丈夫

だと思うと３日目くらいからぐんぐん変わる。けっして語学力の向上を研修の目的と

しているわけではないが、付随効果としては大きいものがある。 

 

   意見３：学校経営計画について、昨年度はなかった数値目標が入った。目標値はどのように設定

したのか。また、生徒からアンケートをとるということだが、回収率はどれくらいか。 

       ⇒数値目標については、昨年度この場でいただいた意見に基づいて入れることとした。

目標値については、どの程度の数値が妥当か校内で議論をしたが、まずスタートライ

ンとして、各分野とも生徒の肯定的評価を85％以上とした。また、アンケートの回収

率は昨年度の例だと90％以上あり、調査結果としては有意な数字であると考える。 

       

   意見４：文系と理系の選択者はどれくらいか。理系が多くなっている理由はあるか。 

       ⇒本校においてはここ数年、文系：理系の比率がおよそ１：２であるが、傾向としては

理系選択者が増加しており、他校でも同様の傾向がある。理系志望者が多くなってい

る理由については、一義的にはＤＸ等の世の中の動向が大きいと考えるが、中には高

校１年生の段階では自分の将来像を描ききれず、迷ったら理系を選択する生徒もいる

ところである。 

 

   意見５：生徒たちが将来の職業等を考える機会はあるか。 

       ⇒「グローバルリーダー養成事業」の職業・学問体験プログラムでは様々な分野の専門

家を招いて講演を聞くことで、研究や学問に対する興味を喚起したり、生徒の視野を

広げる機会になっている。また、ＰＴＡ主催のＰＳセミナーでも、いろいろな分野で

活躍している方から話を聞くことで、将来の職業を考えるよい機会になっている。 

 

   意見６：薬物乱用防止講話やがん教育など生徒の健康に関する教育が実施されている。オーバー

ドーズの問題や自殺予防、がん予防のためのワクチン接種などの知識も生徒に与える機

会をつくってほしい。 

        

   意見７：先日の命の尊さ講話のあとに行われた講師の方との座談会には非常に多くの生徒が集ま

っていた。本校には一生懸命頑張ってきた生徒が多く、表面的には輝いて見える生徒の

中にも、自分らしさがわからないとか、自己肯定感が低くて悩んでいるといった様子も

見受けられた。どうしたら幸せに生きていけるのか、自分だけではなくどうしたら社会

の人々が幸せになれるのかを考えていけるような教育をしてほしい。 

  

６ 会議のまとめ 
・第１回学校運営協議会において、今年度の本校の学校経営計画を踏まえた学校運営基本方針につい

て承認が得られた。 

・本校に寄せる期待や要望、様々な観点からの意見を聴くことができる貴重な機会となった。今後の

学校経営に生かしていきたい。 


